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Ⅰ．調査の概要 
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１．調査の目的 

 本調査は、市民の男女共同参画社会に関する意識と実態を知ることにより、「長岡京市男女共

同参画計画 ～第 6 次計画～」の策定、ならびに市民と共に市が行う男女共同参画社会の形成

に向けた施策を推進するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

２．調査の方法 

（１）調査対象  市内在住の満 20 歳以上の男女 

（２）標本数   2,000 人（女性 1,000 人、男性 1,000 人） 

（３）抽出方法  住民基本台帳から無作為抽出（基準日：平成 26 年 8 月１日） 

（４）調査方法  郵送による配布及び回収 

（５）調査期間  平成 26 年 9 月 4日から 9 月 20 日まで 

（６）調査内容  ①回答者の属性 ②仕事について ③子育てや暮らしなどについて 

 ④人権の尊重について ⑤男女共同参画社会について 

 

３．回収状況 

標本数 回収数 無効数 有効回収数（率） 

2,000 

(100.0％) 

672 

(33.6％) 

2 

(0.1％) 

全体 女性 男性 

不明 
（「答えな
い」を含
む） 

672 

(33.6％) 

313 

(31.3％) 

354 

(35.4％) 
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４．報告書の見方 

(1) 比率は、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数（副設問では設問該当対象数）

に対する百分比（％）を表している。1 人の対象者に 2 以上の回答を求める設問では、

百分比（％）の合計は 100.0％を超える。 

(2) 百分比（％）は、小数点以下第 2位を四捨五入し、小数点以下第 1位までを表示した。

四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体の示す数値とが一致しないことがある。 

(3) 分類別の表中の百分比（％）は、すべて各分類項目の該当対象数を 100.0％として算出

した。 

(4) 図表にある「Ｎ」は、集計対象票数（あるいは、分類別の該当対象数）を示し、比率は

「Ｎ」を 100.0％として表した。 

(5) クロス集計の結果を示す図表においては、該当者の少ない分類項目、および「その他」

「不明（無回答）」は省略しているものがあり、各分類項目の該当対象数の合計と集計

対象総数は一致しないことがある。 

(6) 表の単位は、2段の場合、上段が実数、下段が構成比（％）、1段の場合、構成比（％）

である。 

(7) 表中の網かけは、注目すべき割合を示している。 
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ただし 

Ｎ＝母集団数 女性：33,754 

男性：31,295  

ｎ＝標本数  女性：313 

男性：354 

Ｐ＝標本測定値（回答率：％）

５．標本誤差 

本調査の主な回答率における標本誤差の幅は次のとおりである。 

調査結果の信頼度 95％レベルにおける信頼区問を、主な％について求めたのが下記の表である。

この表から、例えば本調査結果で 30％の女性が答えている場合、信頼区問の２分の１幅が±5.1％

であるから、100 回調査をすると 95 回まで 24.9％から 35.1％の問の答が得られるというようにみ

ることができる(男性の場合は 25.3％から 34.7％)。 

 

【標本誤差の 1/2 幅を求める公式】（信頼度 95％の場合） 

標本誤差＝
n

PP

N

nN )100(

1
96.1







  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．回答者の属性 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「女性」は 46.6％、「男性」52.7％で、男性の方が女性より 6.1 ポイント高い。 

 

Ｐ（％） 
標本誤差 

女性 男性 

50％ ±5.5 ±5.2 

45％または 55％ ±5.5 ±5.2 

40％または 60％ ±5.4 ±5.1 

35％または 65％ ±5.3 ±4.9 

30％または 70％ ±5.1 ±4.7 

25％または 75％ ±4.8 ±4.5 

20％または 80％ ±4.4 ±4.1 

15％または 85％ ±3.9 ±3.7 

10％または 90％ ±3.3 ±3.1 

 5％または 95％ ±2.4 ±2.3 

女性

46.6%男性

52.7%

答えない

0.3%
無回答

0.4%

N=672
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9.8 

11.2 

8.8 

18.0 

20.4 

15.8 

19.2 

18.2 

20.3 

12.2 

11.2 

13.0 

19.6 

19.2 

20.1 

21.0 

19.8 

22.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性 N=354

N=313

N=672

13.1 

15.0 

11.6 

76.2 

66.8 

84.5 

0.7 

1.0 

0.6 

3.9 

5.8 

2.3 

6.0 

11.5 

1.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性 N=354

N=313

N=672

（２）年齢 

２
０
～
２
９
歳 

３
０
～
３
９
歳 

４
０
～
４
９
歳 

５
０
～
５
９
歳 

６
０
～
６
９
歳 

７
０
歳
以
上 

無
回
答 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性では、「30～39 歳」「60～69 歳」「70 歳以上」が約 20％である。男性では、「70 歳以上」

が 22.0％、次いで「40～49 歳」「60～69 歳」が約 20％である。男女とも「20～29 歳」と「50～

59 歳」は 10％前後と他の年代より低くなっている。 

本市の母集団の人口構成比と比較すると、ほぼ同様の構成である。 

 

母集団の性別・年代別人口構成比（平成 26 年８月１日現在）             （％） 

 全体(人) 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上

女性 33,754 11.2 16.2 18.9 13.1 17.8 22.7

男性 31,295 12.5 17.5 20.7 13.7 16.4 19.2

 

（３）結婚の状況 
結
婚
し
て
い
な
い

結
婚
し
て
い
る 

結
婚
し
て
い
な
い

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と

暮
ら
し
て
い
る 

離
別
し
た 

死
別
し
た 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

事実婚（＝「結婚していないがパートナーと暮らしている」）も含めて『結婚している』は、

女性 67.8％・男性 85.1％である。 
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8.0 

32.6 

44.8 

6.4 

5.7 

2.1 

0.4 

10.9 

24.9 

43.1 

9.9 

7.0 

3.5 

0.6 

5.6 

39.3 

46.3 

3.4 

4.5 

0.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 Ｎ＝672

女性 Ｎ＝313

男性 Ｎ＝354

一人暮らし

夫婦（事実婚を含む）のみ

両親と子ども（二世代）

ひとり親と子ども（二世代）

祖父母と親と子ども（三世代）

その他

無回答

14.3 

6.3 

5.3 

2.9 

10.0 

24.2 

14.3 

26.6 

8.8 

22.9 

38.3 

32.3 

48.6 

51.6 

66.7 

57.1 

25.0 

19.4 

2.9 

7.8 

7.0 

11.4 

16.7 

11.3 

14.3 

7.8 

8.8 

2.9 

5.0 

4.8 

2.9 

0.0 

3.5 

2.9 

5.0 

6.5 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=35

N=35

N=57

N=64

N=60

N=62

9.7 

7.1 

4.2 

8.7 

4.2 

3.8 

16.1 

37.5 

18.1 

21.7 

53.5 

66.7 

61.3 

50.0 

66.7 

60.9 

33.8 

21.8 

6.5 

0.0 

1.4 

4.3 

5.6 

3.8 

6.5 

5.4 

6.9 

4.3 

2.8 

2.6 

0.0 

0.0 

2.8 

0.0 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

50歳代

40歳代

30歳代

60歳代

70歳以上

N=31

N=46

N=72

N=56

N=71

N=78

（４）世帯状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女ともに「両親と子ども（二世代）」「夫婦（事実婚を含む）のみ」が高い。 

女性では、「一人暮らし」「ひとり親と子ども（二世代）」が約 10％を占めている。 

 

【性別・年代別 世帯状況】 

女性       男性 

一
人
暮
ら
し 

夫
婦
（
事
実
婚
を 

含
む
）
の
み 

両
親
と
子
ど
も 

（
二
世
代
） 

ひ
と
り
親
と
子
ど
も 

（
二
世
代
） 

祖
父
母
と
親
と
子
ど
も

（
三
世
代
） 

そ
の
他 

無
回
答 

 

一
人
暮
ら
し 

夫
婦
（
事
実
婚
を 

含
む
）
の
み 

両
親
と
子
ど
も 

（
二
世
代
） 

ひ
と
り
親
と
子
ど
も 

（
二
世
代
） 

祖
父
母
と
親
と
子
ど
も

（
三
世
代
） 

そ
の
他 

無
回
答 
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15.5 

13.1 

7.6 

4.8 

7.1 

44.3 

22.3 

2.2 

16.9 

12.5 

6.1 

3.2 

6.1 

41.9 

24.6 

2.9 

14.1 

13.6 

9.0 

6.2 

7.9 

46.6 

20.6 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 Ｎ＝672

女性 Ｎ＝313

男性 Ｎ＝354

大学生・大学院生・専門学校生

０歳～就学前

小学生

中学生

高校生

社会人

子どもはいない

無回答

（５）子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの年齢は、男女ともに「社会人」が最も高く 40％を超えている。「０歳～就学前」「小学生」

は 10％台、「子どもはいない」は 20％台である。 

 

（６）職業 

（％） 

 
 対

象
者
数
（人
） 

仕事をしている 仕事をしていない
無
回
答 農

林
漁
業
者 

商
業
・
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
自
営
業
主 

自
由
業
（
開
業
医
、
芸
術
家
、

宗
教
家
、
弁
護
士
な
ど
） 

左
記
３
職
業
の
家
族
従
事
者 

会
社
・団
体
役
員 

正
社
員
・
正
職
員 

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト 

派
遣
社
員 

内
職
・在
宅
就
業 

そ
の
他 

専
業
主
婦
・
専
業
主
夫
（
収
入

を
得
る
仕
事
を
し
て
い
な
い
） 

学
生
（
専
門
学
校
生
、
大
学
生

な
ど
） 

そ
の
他
の
無
職
（
年
金
生
活
者
、

失
業
中
な
ど
） 

全体 672 1.0 3.3 1.9 1.0 7.4 30.1 12.1 0.4 0.9 2.8 12.9 1.2 24.1 0.7 

女性 313 1.0 1.3 0.6 2.2 3.8 18.8 19.2 0.3 1.6 2.9 27.2 0.6 19.5 1.0 

男性 354 1.1 5.1 3.1 0.0 10.7 40.1 5.4 0.6 0.3 2.8 0.3 1.7 28.2 0.6 
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表 仕事の有無 

（％） 

 対象者数（人） 仕事をしている 仕事をしていない 無回答 

全体 672 60.9 38.2 0.7

女性 313 51.7 47.3 1.0

男性 354 69.2 30.2 0.6

 

何らかの仕事をしている割合は、女性 51.7％・男性 69.2％である。「正社員・正職員」は、女

性 18.8％・男性 40.1％、「パート・アルバイト」は女性 19.2％・男性 5.4％である。 

「仕事をしていない」中で、「専業主婦」は 27.2％、「専業主夫」は 0.3％である。 

 

 

【性別・年代別 職業】 

表 性別・年代別 職業 

（％） 

 対
象
者
数
（人
） 

自営・自由業 勤め人 無職・学生 

農
林
漁
業
者 

商
業
・
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

自
営
業
主

自
由
業
（
開
業
医
、
芸
術
家
、
宗

教
家
、
弁
護
士
な
ど
）

左
記
３
職
業
の
家
族
従
事
者 

会
社
・団
体
役
員 

正
社
員
・
正
職
員 

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト 

派
遣
社
員 

内
職
・在
宅
就
業 

そ
の
他 

専
業
主
婦
・
専
業
主
夫
（
収
入
を

得
る
仕
事
を
し
て
い
な
い
）

学
生
（
専
門
学
校
生
、
大
学
生
な

ど
）

そ
の
他
の
無
職
（
年
金
生
活
者
、

失
業
中
な
ど
）

女
性 

20 歳代 35 - - - 2.9 5.7 40.0 14.3 - - 5.7 22.9 5.7 2.9 

30 歳代 64 1.6 - - 1.6 3.1 35.9 23.4 1.6 - 1.6 28.1 - 3.1 

40 歳代 57 - 1.8 1.8 1.8 5.3 24.6 24.6 - 1.8 - 28.1 - 10.5 

50 歳代 35 - - - 2.9 2.9 20.0 31.4 - 5.7 11.4 20.0 - 5.7 

60 歳代 60 - 3.3 1.7 3.3 5.0 1.7 23.3 - 3.3 3.3 26.7 - 28.3 

70 歳以上 62 3.2 1.6 - 1.6 1.6 - 1.6 - - - 32.3 - 53.2 

男
性 

20 歳代 31 - - - - 6.5 54.8 6.5 - - 3.2 - 19.4 9.7 

30 歳代 56 1.8 3.6 1.8 - 12.5 71.4 1.8 3.6 - 1.8 - - -

40 歳代 72 - 2.8 6.9 - 15.3 70.8 1.4 - - 1.4 - - 1.4 

50 歳代 46 - 8.7 4.3 - 17.4 56.5 2.2 - - 4.3 - - 6.5 

60 歳代 71 1.4 9.9 1.4 - 9.9 9.9 16.9 - 1.4 5.6 1.4 - 42.3 

70 歳以上 78 2.6 3.8 2.6 - 3.8 1.3 2.6 - - 1.3 - - 80.8 

 

  



8 

 

43.2 

50.2 

37.0 

33.8 

17.3 

48.3 

21.0 

29.4 

13.8 

2.1 

3.2 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性 N=354

N=313

N=672

（７）配偶者の仕事の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配偶者が「仕事をしている」のは、女性 50.2％・男性 37.0％で、女性の方が 13.2 ポイント高い。 

 

 

表 性別・年代別 配偶者の仕事の状況 

（％） 

 対
象
者
数
（人
）

し
て
い
る 

し
て
い
な
い 

配
偶
者
ま
た
は

パ
ー
ト
ナ
ー
は

い
な
い 

無
回
答 

女
性 

20 歳代 35 42.9 - 57.1 - 

30 歳代 64 71.9 - 28.1 - 

40 歳代 57 73.7 1.8 19.3 5.3 

50 歳代 35 77.1 8.6 11.4 2.9 

60 歳代 60 31.7 40.0 23.3 5.0 

70 歳以上 62 12.9 41.9 40.3 4.8 

男
性 

20 歳代 31 22.6 12.9 58.1 6.5 

30 歳代 56 53.6 28.6 17.9 - 

40 歳代 72 52.8 34.7 12.5 - 

50 歳代 46 58.7 30.4 8.7 2.2 

60 歳代 71 29.6 64.8 5.6 - 

70 歳以上 78 10.3 84.6 5.1 - 

 

  女性では、30～50 歳代で配偶者が「仕事をしている」が 70％台と高い。 

  男性では、30～50 歳代で配偶者が「仕事をしている」が 50％台である。 

  

し
て
い
る 

し
て
い
な
い 

配
偶
者
ま
た
は
パ

ー
ト
ナ
ー
は
い
な

い 無
回
答 


